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秘
蔵
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真

秘
蔵
写
真

　

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　

当
サ
イ
ト
へ
は
、
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

第 240号 令和６年３月

「
名
古
屋
営
林
局
庁
舎
」

　

中
部
森
林
管
理
局
の
前
身
組
織
の
一
つ「
名
古
屋
営

林
局
」
は
戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
に
誕
生
し
、
富
山

県
・
岐
阜
県
・
愛
知
県
の
国
有
林
を
管
轄
し
て
い
ま

し
た
。
名
古
屋
営
林
局
の
最
初
の
庁
舎
は
戦
前
ま
で

の
帝
室
林
野
局
名
古
屋
支
局
の
庁
舎（
名
古
屋
市
東
区

泉
一
丁
目
）を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
営
林
局
の
庁
舎
と
し
て
最
も
長
く
使
わ
れ

た
の
は
昭
和
三
十
二
年
に
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
に

竣
工
し
た
建
物
で
、
名
古
屋
城
、
愛
知
県
庁
、
名
古

屋
市
役
所
と
い
っ
た
施
設
に
近
接
す
る
官
庁
街
に
あ

り
ま
し
た
。

　

良
く
も
悪
く
も
大
都
市
部
に
あ
る
営
林
局
庁
舎
と

い
う
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
や
、
国
有

林
の
現
場
へ
の
出
張
時
の
苦
労
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

平
成
五
年
に
は
名
古
屋
市
熱
田
区
の
白
鳥
貯
木
場

敷
地
内
に
名
古
屋
営
林
支
局（
昭
和
六
十
年
に
長
野
営

林
局
と
統
合
し
て
支
局
化
）の
新
庁
舎
が
建
て
ら
れ
ま

す
が
、
平
成
十
一
年
に
は
国
有
林
野
事
業
の
再
編
に

よ
り
中
部
森
林
管
理
局
名
古
屋
分
局
と
な
り
、
平
成

十
六
年
に
は
名
古
屋
分
局
が
廃
止
と
な
っ
た
の
で
、

使
わ
れ
た
期
間
が
限
ら
れ
た
庁
舎
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
が
惜
し
ま
れ
ま
す
。

明治31年からの建物を利用していた明治31年からの建物を利用していた
初代の名古屋営林局庁舎初代の名古屋営林局庁舎
（昭和20年代の写真）（昭和20年代の写真）

［
上
下
写
真
］
昭
和
三
十
年
代
頃
の
名
古
屋
営
林
局
庁
舎

［
上
下
写
真
］
昭
和
三
十
年
代
頃
の
名
古
屋
営
林
局
庁
舎

名古屋営林支局及び名古屋営林支局及び
中部森林管理局名古屋分局中部森林管理局名古屋分局
として使われた最後の庁舎として使われた最後の庁舎

（平成5年の完成時）（平成5年の完成時）
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